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水平方向の力の釣り合いより

HI = 0

鉛直方向の力の釣り合いより

支点①におけるモーメントの釣り合いより
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各部材の軸力は次の通りとなる
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応力σと軸ひずみεの関係は,ヤング係数Eを用いて

0

で表され,応力σは軸力Nを部材の断面積Aで除して表されることから
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力の釣り合いより
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水平方向の釣り合いより

鉛直方向の釣り合いより

VA + P -Wι= 0

モーメントの釣り合いより
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市街化調整

タウン

6

スプロ ^ノレ

ンハミルト

ワノ＼

7

建築基準
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(2 )

名称

建築家名

鉄筋コンクリート造の床(スラブ)とそれらを戈える柱,そして上下階を

結ぶ階段という最小限の要素で構成された構造骨組み部材1こよって,イ主宅を

大量牛産するために芳案されたシステム。荷重を壁ではなく柱で支えるため,

「自由な平面」や「自由な立面」が可能になり,のちの「近代建築の五原卸上

の提唱につながった。(148文字)
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